
 

                                             

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年５月７日 

   ＮＯ.５８０ 

◇校  訓 思いやり 

◇教育目標   

 

 

◇めざす学校の姿 明日も行きたい 大好きな学校 

～安心できる場所があり、力を伸ばすことができる学校～ 

北海道教育委員会・稚内市教育委員会から、新型コロナウイルス感染

症対策（体育的な行事については、当面の間、実施を見合わせる）とし

て、６月の運動会を中止することにしました。３つの密（「密閉」「密集」

「密接」）をつくらないことが感染症予防に重要であること 

を考慮し、児童の安全を第一に考えての対応ですので、ご理 

解を賜りますようお願いいたします。２学期に情勢をみて、 

平日に運動会的行事を行いたいと考えています。 

入学おめでとうございます 

 4月 6日（月）に令和 2年度入学式を行いま

した。例年は、6 年生の校歌演奏や 2 年生の発

表など在校生が迎える場面もあるところでした

が、今年度は、入学生と保護者 1 名、教職員の

みの参加で行いました。式の中では、新入生が名

前を呼ばれると元気に返事をし、学校生活への

第一歩を踏み出しました。 

 大変な状況での出発となりましたが、これか

ら元気に過ごせるよう教職員一同、皆様と力を

合わせてお子さんの成長を支えていきたいと考

えています。どうぞよろ 

しくお願いいたします。 

 

 

 

校長 大島 朗 

 ２週間の登校の後、新型コロナウイルス感染予防のため、臨時休業というこれま

で誰もが経験のない令和 2年度がスタートしました。全国に非常事態宣言が出され、

「不要な外出はしない」「人との接触を８割減らす」「３つの密を避ける」等の対応

が求められています。学校でも「マスク着用」「手洗いの徹底」「換気」「定期的な消

毒」「検温等健康観察」「授業中の接触を少なく」「給食中も間隔を空けて食べるよう

に」等、子どもたちの健康と安全を守る取り組みを進めてきました。 

 しかし、学校は子どもたち同士がつながり合って成長していく場所です。本来で

あれば、思い切りかかわり合い、ぶつかり合ってたくさんのことを学んで成長させ

たいと考えていますが、今は感染予防対策が最優先です。 

 さて、人と人がつながる深さには、５段階あると聞きました。 

 つながりの〔深さ１〕は、顔は知っているけど名前を知らない関係です。〔深さ２〕

は、お互いに顔と名前を知っているだけの関係です。〔深さ３〕は、顔も名前も知っ

ていて同じグループに所属し普通に会話する関係です。学校では学級・学年です。

〔深さ４〕は、社会的な関係を超えたお互いが個人としての関係を築いた間柄です。

進んで会ったり、コミュニケーションを取り合ったりする関係です。〔深さ５〕は、

気の置けない関係です。親友と呼べるような間柄です。深くつながっていると相互

に認識している関係です。 

 同じ学校・学級にいるからといって、つながりが深まるものではないということ

です。つながりの深さは、信頼関係の深さによって左右されるのではないでしょう

か。仲間と一緒に学び、体験し、目標に向かって力を合わせて取り組み、認め合っ

ていく場を工夫することで、信頼関係を築いていく必要があります。相手の気持ち

を思いやり、自己主張をしたり折り合いをつけたりしながら、学校が安心できて、

力を伸ばすことができる場となっていくことを目指していきたいと考えています。 

 つながりの〔深さ２〕や〔３〕の状態から、〔深さ４〕や〔５〕の段階のような関

係づくりができるように手立てを組み、これからの社会を生きる子どもたちに、真

の協働する力を育むようにさらに教育活動を充実させていきたいと思います。 

 今年度の目指す学校を「明日も行きたい大好きな学校」としました。子どもたち

一人ひとりが夢や希望を持って、自分の学びや生活を自分や仲間と共につくって、

「明日も学校でがんばろう」と思えるようにしたいと考えています。 

まずは、このコロナウイルス感染予防を皆様と共に取り組み、乗り越えていきま

しょう。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。  

新型コロナウィルスから 
 子どもたちを守りましょう 
 学校では、様々な感染症対策の他に、子どもたちに情報を 

正しく伝え、自ら行動できるように指導しているところです。これらを

進めながら、次のような点についてもご家庭と一緒に取り組みを進めて

いきたいと考えています。 

① 子どもたちの感染症に対する不安を和らげる 

子どもはストレスを感じると言葉でうまく表現できず、腹痛や頭

痛、食欲不振や不機嫌など、体の症状の一部として表れることがあり

ます。お子さんの様子の変化を見て、不安を聞き取ったり、「世界中

で研究や治療を頑張っているから大丈夫」と励ましていただきたいと

思います。 

② 差別のきっかけを作らないようにする 

見通しの見えない状況から誤った情報が行き交い、子どもたちの不

安が大きくなるような出来事が報道されています。感染した人の立場

に立って、苦しくつらい思いをしていることを伝えていきたいと思い

ます。正しい情報を伝え、偏見や差別の目で物事を考えないようにさ

せたいと考えています。 

 

 臨時休業の対応について、ご家庭でのご理解、ご協力、誠にありがと

うございます。収束した後に、子どもたちが楽しく登校できるよう、今

後もよろしくお願いいたします。 

家庭での学習について 
 臨時休業中、子どもたちは、学校からの課題に

取り組んでいることと思います。長い期間家庭

で学習するとなると、学ぶ意欲も減ってきてい

るのではないでしょうか。 

 そこで、改めて自分で計画して学びを積み重

ねることができるような計画表や新たな学習メ

ニューを、臨時休業の延長を見据えて現在各学

年で作成しています。学習資料については連休

明けに家庭に届くようにしたいと思います。 

この機会に、料理に挑戦してみる、新聞記事を

切り抜いて自分の考えをまとめてみる、工作に

挑戦してみるなど、プリント学習だけでないこ

とにも挑戦させたいものです。 

また、ネット環境があるご家庭 

では、潮小HPで紹介しています 

「学びのサイト」を活用してみて 

はどうでしょうか。 

 お困りのことがありましたら、学校へ相談い

ただきますようお願いいたします。 

令和２年５月１日 

 

ＮＯ.５８１ 

臨時休業が長期化しています。様々なお知らせ、緊急の連絡は「ツイ

タもんメール」を中心に行っています。メールが届いていないご家庭は、

学校へご一報ください。この１ヶ月に複数回メールを送信しています。 


